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「
高
山
寺
明
恵
上
人
行
状

（
仮
名
行
状
）
』

と

『
高
山
寺
縁
起
』

山

崎

淳

は
じ
め
に

明
恵
（
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
没
）

の
弟
子
喜
海
（
建
長
二
年
（
一
二
五
O
）
没
）
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
『
高
山
寺
明
恵
上
人
行

状
』
（
以
下
、
「
仮
名
行
状
」
）
は
、
明
恵
伝
と
し
て
は
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
「
仮
名
行
状
」
が
明
恵
説
話
の
始
発
点
に
位
置
す
る
ご
と

は
、
「
漢
文
行
状
」
や
「
明
恵
上
人
伝
記
』
と
い
っ
た
他
の
明
恵
伝
が
「
仮
名
行
状
」
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。
明
恵
像
が
ど
の
よ
う
に
形
作
ら
れ
て
い
っ
た
か
と
い
う
問
題
は
、
「
仮
名
行
状
」
を
中
心
に
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。こ
の
「
仮
名
行
状
」
に
、
明
恵
の
見
た
様
々
な
瑞
夢
や
奇
瑞
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
無
視

で
き
な
い
の
は
、
奥
田
勲
氏
の
指
摘
で
あ
る
。
奥
田
氏
は
、
「
仮
名
行
状
」
と
「
漢
文
行
状
」
の
比
較
か
ら
、
「
現
存
本
の
仮
名
行
状
が

漢
文
行
状
の
原
と
し
た
仮
名
行
状
と
か
な
り
異
る
姿
を
持
っ
て
ゐ
た
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
差
異
は
略
々
次
の
如
く
で
は
な
か
っ

1 

た
か
」
と
し
、
「
仮
名
行
状
」
の
古
態
本
文
を
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（
一
）
分
量
は
お
よ
そ
施
無
畏
寺
本
の
八
O
%ほ
ど
（
施
無
畏
寺
本
を
上
中
下
鋤
ひ
の
完
本
と
し
て
）

（
二
）
経
典
本
文
の
引
用
等
は
殆
ど
無
い
。

（
三
）
上
人
の
夢
に
就
い
て
の
記
事
及
び
奇
瑞
課
が
比
較
的
少
い
。

（よ

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
現
存
の
「
仮
名
行
状
」
を
無
批
判
に
用
い
る
こ
と
に
慎
重
な
態
度
を
迫
る
と
い
う
点
で
、
こ
の
指
摘
は
極
め
て

貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
例
え
ば
（
二
）
に
関
し
て
は
、
野
村
卓
美
氏
「
明
恵
上
人
伝
記
の
研
究
！
「
仮
名
行
状
』
と
『
最
後

御
所
労
以
後
事
」
を
中
心
と
し
て

l
」
（
「
国
語
と
国
文
学
』

引け巻
3
号

附
・

3
）
に
お
い
て
、
必
ず
し
も
そ
う
で
な
い
部
分
の
存
在

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
今
後
は
個
々
の
指
摘
に
対
し
、
改
め
て
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
「
仮
名
行
状
」

の
古
態
本
文
に
つ
い
て
は
、
「
漢
文
行
状
」
だ
け
で
な
く
、
他
の
「
仮
名
行
状
」
周
辺
の
資
料
も
視
野
に
入
れ
て
、
慎
重
に
考
察
し
て

い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

明
恵
の
弟
子
高
信
が
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
に
編
纂
し
、
現
在
、
明
恵
研
究
の
根
本
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
『
高
山
寺
縁

起
』
も
、
「
仮
名
行
状
」
周
辺
の
資
料
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
恵
の
一
生
を
綴
る
「
仮
名
行
状
」
と
、
高
山
寺
の
沿
革
を

記
す
「
高
山
寺
縁
起
』
と
で
は
、
当
然
そ
の
性
格
も
異
な
る
が
、
明
恵
没
後
の
お
お
よ
そ
二
十
年
の
聞
に
成
立
し
た
両
者
に
は
、
何
ら

か
の
関
係
を
想
定
す
る
の
が
自
然
と
思
わ
れ
る
。

両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
奥
田
氏
が
、
「
内
容
的
に
、
行
状
系
諸
本
、
伝
記
系
諸
本
、
そ
の
他
本
書
に
収
録
さ
れ
た
諸
書
を
始
め

と
す
る
種
々
の
記
録
と
相
渉
り
、

E
つ
、
相
補
ふ
関
係
に
あ
り
、
根
本
的
な
資
料
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
ゐ
る
」
と
簡
略
に
ま
と
め



（

2）
 

ら
れ
て
い
る
。
氏
の
指
摘
は
、
妥
当
な
－
－
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
以
降
、
「
明
恵
上
人
行
状
』
と
「
高
山
寺
縁
起
」
と
の
具
体
的
な
関

係
に
つ
い
て
は
、
本
格
的
に
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
き
ら
い
が
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
「
仮
名
行
状
」
の
明
恵
像
を
考
え
て
い
く
一
環
と
し
て
、
「
仮
名
行
状
」
と
「
高
山
寺
縁
起
』
の
関
係
を
改
め
て

『高山寺明恵上人行状（仮名行状）』と『高山寺縁起』

検
討
し
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
、
「
仮
名
行
状
」
の
本
文
と
奥
田
氏
の

（
三
）
の
指
摘
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

『
高
山
寺
縁
起
』
の
概
要

建
永
元
年
（
一
二

O
六
）
、
高
雄
神
護
寺
の
別
院
を
後
鳥
羽
院
が
明
恵
に
与
え
、
そ
の
寺
を
高
山
寺
と
号
し
た
、
と
い
う
序
か
ら

「
高
山
寺
縁
起
』
は
始
ま
る
。
以
下
、
そ
の
構
成
を
見
る
こ
と
に
す
る
（
通
し
番
号
は
、
序
を
除
き
、
官
頭
に
「
一
」
と
付
さ
れ
た
項

目
に
対
し
て
私
に
付
し
た
）
。

－
序
・

2
金
堂
・

3
阿
弥
陀
堂
・

4
常
行
法
華
三
昧
・

5
二
一
重
宝
塔
・

6
羅
漢
堂
・

7
経
蔵
・

8
鎮
守
社
壇
・

9
社
（
春
日
大
明

日
社
（
善
妙
神
）

U
社
（
住
吉
明
神
）

－
U
鐘
楼
・
日
大
門
－

H
禅
堂
院
・
日
練
若
台
・
日
石
水
院
・
ロ
拐
伽
山
－

M

神三
加
禅
－

m禅
河
院
－

m四
至
事
・
幻
外
畑
歓
喜
園
－

n平
岡
益
口
妙
寺
・
お
同
寺
鎮
守
事
－

U
同
寺
四
至
事
・
お
湯
浅
白
上
－

m

石
垣
庄
筏
立
・
幻
石
垣
庄
糸
野
・
路
神
谷
後
峯
－

m田
殿
庄
崎
山
・
却
保
田
星
尾
・
担
石
垣
吉
原
歓
喜
寺
・
担
巣
原
施
無
畏
寺

各
項
目
の
配
列
に
は
、
「
仮
名
行
状
」
と
重
な
る
部
分
（
後
述
）
と
、
当
局
山
寺
縁
起
』
独
自
の
部
分
と
が
あ
る
。
本
節
で
は
、
後
者

に
つ
い
て
、
禅
堂
院
を
中
心
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
禅
堂
院
は
、
高
山
寺
で
の
明
恵
の
活
動
の
中
心
で
あ
り
、
明
恵
は
こ
こ
で
息
を

3 

引
き
取
っ
た
。
『
高
山
寺
縁
起
」
に
お
い
て
六
丁
に
亙
り
そ
の
説
明
が
あ
る
こ
と
は
、
明
恵
没
後
も
こ
の
地
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
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と
を
物
語
っ
て
い
る
。

禅
堂
院
の
記
事
は
、
「
仮
名
行
状
」
で
は
、
拐
伽
山
の
記
事
の
後
に
配
さ
れ
る
。
こ
れ
は
禅
堂
院
が
拐
伽
山
の
明
恵
の
住
一
房
一
よ
り
も

後
に
成
立
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
編
年
体
を
基
調
と
す
る
「
仮
名
行
状
」
に
お
い
て
は
自
然
な
配
列
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
「
高
山

寺
縁
起
』
で
は
、
明
恵
の
住
房
を
列
記
し
た

U
i
凹
の
う
ち
、
禅
堂
院
は
一
番
目
に
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、

時
三
加
禅
・
四
禅
河

院
が
、
長
く
は
明
恵
の
住
房
と
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
「
高
山
寺
縁
起
』
に
は
、
中
心
と
な
る
場
所
を
先
に
記
す
と
い

う
意
識
、
す
な
わ
ち
中
心
か
ら
外
郭
へ
と
い
う
配
列
基
準
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
紀
洲
処
々
遺
跡
」

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
お
i
n
の
う
ち
、

お
i
m
に
「
己
上
五
箇
所
者
、
上
人
止
住
修
練
之
地
也
」
、

却

i
犯
に
「
以
上
三
箇
所
者
、
難

非
上
人
練
行
之
遺
跡
」
と
記
さ
れ
、
二
つ
が
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
「
高
山
寺
縁
起
」
に
は
構
成
に
お
い
て
独
自
の
部
分
が
あ
る
。
で
は
、
『
高
山
寺
縁
起
』
と
「
仮
名
行
状
」
と
が
重
な

る
部
分
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
、
そ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

『
高
山
寺
縁
起
』
と
「
仮
名
行
状
」
の
関
係

『
高
山
寺
縁
起
』
が
、
内
容
的
に
「
仮
名
行
状
」
を
始
め
と
す
る
明
恵
の
伝
記
と
重
な
る
こ
と
は
、
前
掲
の
奥
田
氏
の
指
摘
に
あ
る

知
く
で
あ
る
。
し
か
し
、
奥
田
氏
は
、
具
体
的
な
箇
所
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
『
高
山
寺
縁
起
』
と
「
仮
名
行
状
」
を
細

か
く
比
較
し
て
み
る
と
、
し
ば
し
ば
同
文
箇
所
が
見
出
せ
る
。
そ
の
よ
う
な
例
は
、
特
に
M
l
U
の
明
恵
の
住
房
、

お
i
m
の
紀
州
の

遺
跡
の
項
目
に
認
め
ら
れ
る
。

（

3）
 

以
下
は
、
「
高
山
寺
縁
起
』
の

M
、
明
恵
の
住
房
の
一
つ
で
あ
っ
た
練
若
台
の
項
で
あ
る
（
「
高
山
寺
縁
起
』
は
、
各
項
目
の
初
め
に



「
一
、
金
堂
」
な
ど
と
見
出
し
を
設
け
、
次
行
か
ら
記
事
を
始
め
る
形
だ
が
、
本
稿
で
は
見
出
し
は
省
く
）
。

右
開
室
（
筆
者
注
一
練
若
台
）
者
、
①

ノ川

『高山寺明恵上人行状（仮名行状）』と f高山寺縁起j

明

⑬主

ti 

こ
の
部
分
に
相
当
す
る
「
仮
名
行
状
」
の
記
事
は
、
次
の
知
く
で
あ
る
。

世
ト
号
判
。

ヲ
コ
タ
リ
ナ
シ
。
夏
ノ
比
七
八
人
ノ
学
者
、
寺
中
ョ
リ
彼
ノ
練
著
台
ノ
峰
ニ
参
向
ン
テ
、
③
円

到
。
上
人
此
ノ
次
ニ
自
筆
ヲ
モ
テ
、
彼
疏
ニ
黙
ヲ
加
へ
ラ
ル
。
④

5 
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司
、
侍
者
時
魁
ヲ
知
テ
火
ヲ
ト
モ
シ
テ
来
レ
ル
カ
ト
思
テ
、
誰
人
ソ
ト
間
二
、

コ
レ
ヲ
答
セ
ス
。
良
久
ク
シ
テ
暗
ク
成
ヌ
。

四

i=r 

（
中
略
）
⑧

息
セ
ム
ト
ス
ル

々
ゴ
ミ
ナ
「

勺
シ
テ
ス
キ
ト
ホ
リ
テ

ト
コ
ロ
ニ
ア
ラ
ス
d

ワ
ツ
カ
ニ

判
ハ
カ
リ
ナ
リ
。
⑫

日

、ン－ア

カ
ノ

コ
レ
ヲ

捌
ヰ
。
カ
ク
ノ
如
ク
両
三
年
ノ
問
夕
、
練
若
台
ニ
塾
居
、
ン
テ
行
法
坐
禅
ヲ
コ
タ
リ
ナ
シ
。

両
者
を
比
較
す
る
と
、
表
現
に
相
違
も
ま
ま
あ
る
も
の
の
、
重
な
る
部
分
の
方
が
多
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
②
な
ど
は
そ
の
好

例
と
い
え
る
。
そ
し
て
丸
数
字
を
付
し
た
記
事
内
部
で
の
要
素
の
順
序
は
、
両
者
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
重
な

り
は
、
両
者
に
直
接
の
関
係
が
あ
る
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
に
充
分
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
文
は
割
愛
す
る
が
、
こ
の
他
の
明
恵
の
住
房

や
紀
州
の
遺
跡
の
場
合
も
、
同
様
に
表
現
と
記
事
内
部
で
の
要
素
の
順
序
が
重
な
っ
て
い
る
（
た
だ
し
、

ロ
拐
伽
山
に
つ
い
て
は
後



述）。さ
ら
に
第
二
節
で
少
し
触
れ
た
よ
う
に
、
各
項
目
の
配
列
も
部
分
的
に
重
な
る
。
例
え
ば
、
明
恵
の
住
房
は
、
『
高
山
寺
縁
起
』
で

は
練
若
台
・
石
水
院
・
拐
伽
山
と
い
う
並
び
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
仮
名
行
状
」
で
も
同
じ
で
あ
る

（
禅
堂
院
に
つ
い
て
は
既
述
）
。
ま

『高山寺明恵上人行状（仮名行状）』と『高山寺縁起j

た
、
紀
州
の
遺
跡
は
、
「
高
山
寺
縁
起
』
で
は
、

お
湯
浅
白
上
－

m石
垣
庄
筏
立
と
い
う
並
び
に
な
っ
て
い
る
。
「
仮
名
行
状
」
で
は
、

上
巻
の
後
半
（
却
丁
ウ
）

か
ら
最
後
（

π丁
ウ
）
に
か
け
て
、
こ
の
こ
つ
の
地
名
と
そ
の
記
事
が
『
高
山
寺
縁
起
』
と
同
じ
順
番
で
登

場
す
る
。
た
だ
し
、
湯
浅
白
上
か
ら
石
垣
庄
筏
立
の
聞
に
は
、
『
高
山
寺
縁
起
』
と
重
な
ら
な
い
記
事
が
、
三
十
丁
の
長
き
に
亙
っ
て

記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
配
列
の
重
な
り
を
短
絡
的
に
は
認
め
ら
れ
な
い
の
だ
が
、
注
意
さ
れ
る
の
は
そ
の
聞
に
「
て
：
・
」
と
す
る
一

ツ
書
か
ら
始
ま
る
記
事
が
二
つ
し
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。
前
掲
の
例
に
あ
る
よ
う
に
、
「
仮
名
行
状
」
の
記
事
は
一
ツ
書
で
始
ま
る
も

の
が
多
い
。
そ
こ
で
当
該
部
分
の
「
仮
名
行
状
」
の
一
ツ
書
を
見
る
と

一
つ
目
は
「
て
建
久
ノ
比
、
白
上
ノ
修
行
思
ヒ
企
シ
時
キ

其
後
白
上
ノ
修
行
ヲ
結
構
1
0

伺
同
六
年
秋
比
」
と
し
て
、
以
下
に
「
高
山
寺
縁
起
』

つ
自
は
「
一
、
建
久
九
年
〈
戊
午
〉
秋
末
」
と
し
て
、
以
下
に
「
高
山
寺
縁
起
』

お
湯
浅
白
上
と
の
同
文
箇
所
が
く
る
。
そ
し
て
二

（

4）
 

部
石
垣
庄
筏
立
と
の
同
文
箇
所
が
く
る
の
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
や
は
り
「
高
山
寺
縁
起
』
の
配
列
に
は
、
「
仮
名
行
状
」
の
そ
れ
が
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
『
高
山
寺
縁
起
』

が
作
ら
れ
る
際
に
は
、
高
山
寺
で
の
明
恵
の
住
房
と
、
紀
州
の
明
恵
の
遺
跡
に
関
す
る
記
事
を
、
「
仮
名
行
状
」
で
の
構
成
を
も
含
め

て
取
り
込
む
と
い
う
、
「
仮
名
行
状
」
の
組
織
的
な
利
用
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

四

「
漢
文
行
状
」
の
依
拠
し
た
「
仮
名
行
状
」
に
つ
い
て

7 

『
高
山
寺
縁
起
』
に
「
仮
名
行
状
」
が
利
用
さ
れ
た
と
い
う
推
定
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
明
恵
伝
で
あ
る
「
漢
文
行
状
」
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を
視
野
に
入
れ
て
、
「
仮
名
行
状
」
の
本
文
と
、
第
一
節
に
挙
げ
た
奥
田
氏
の

（
三
）
の
指
摘
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

「
漢
文
行
状
」
の
成
立
は
、
『
高
山
寺
縁
起
』
成
立
の
二
年
後
（
建
長
七
年
三
三
五
五
）
）
に
あ
た
る
。
し
か
も
腫
を
接
し
て
成
立
し

（

5）
 

た
「
高
山
寺
縁
起
』
と
「
漢
文
行
状
」
の
編
者
は
と
も
に
高
信
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
両
者
を
作
成
す
る
際
に
参
照
さ
れ
た
「
仮
名
行
状
」

は
、
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
は
極
め
て
「
仮
名
行
状
」
の
原
形
に
近
い
も
の
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
「
高
山
寺

縁
起
』
以
外
に
「
仮
名
行
状
」
の
古
態
本
文
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
は
、
正
応
元
年
（
一
二
八
八
）
成
立
の
『
最
後
御
所
労
以
後
事
」

（

6）
 

が
あ
る
。
「
高
山
寺
縁
起
』
は
、
『
最
後
御
所
労
以
後
事
』
に
三
十
年
以
上
先
行
す
る
わ
け
で
あ
り
、
「
仮
名
行
状
」
の
古
態
本
文
を
想

定
す
る
上
で
、
貴
重
な
存
在
と
い
え
る
。

次
の
例
は
、
「
仮
名
行
状
」
の
禅
堂
院
に
つ
い
て
の
記
事
で
あ
る
。

一
、
①
安
員
二
年
〈
戊
子
〉
七
月
廿
目
、
石
水
院
後
／
谷
ノ
水
イ
テ
＼
彼
ノ
禅
房
水
難
ア
ル
ニ
ヨ
テ
、
②
今
ノ
禅
堂
院
ニ
渡
ン
造
ル
。

③
其
後
文
寺
内
調
人
ノ
故
ニ
、
三
加
禅
弁
禅
河
続
／
蓄
室
等
ヲ
建
立
シ
テ
、
暫
彼
処
ニ
龍
居
シ
テ
坐
禅
修
観
1
0

④
其
後
終
ニ
禅
堂
院
ニ

。
⑥
又
一
房
嫡
然
ト
シ
テ

光
明
映
起
シ
テ
、
堵
壁
障
碍
ナ
キ
コ
ト
ツ
ネ
ニ
ア
リ
。
⑦
カ
ク
ノ
知
キ
等
ノ
事
、
上
ニ
多
ク
コ
レ
ヲ
シ
ル
ス
。
価
委
ク
セ
ス
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
①
安
員
の
洪
水
の
際
に
石
水
院
が
破
損
し
た
。
②
そ
こ
で
石
水
院
を
今
の
禅
堂
院
の
位
置
に
移
築
し
た
。
③
そ
の

後
、
寺
中
に
人
が
多
く
、
三
加
禅
や
禅
河
院
を
作
っ
て
龍
も
っ
た
。
④
そ
の
後
最
終
的
に
は
禅
堂
院
に
住
ん
だ
。
⑤
そ
の
間
の
好
相
や

霊
夢
は
多
く
、
聖
衆
や
護
法
童
子
も
現
れ
た
。
⑥
禅
堂
院
が
光
り
輝
き
壁
が
透
き
通
る
か
の
よ
う
な
こ
と
が
常
に
あ
っ
た
。
⑦
こ
の
よ

う
な
事
は
す
で
に
多
く
記
し
た
の
で
詳
述
し
な
い
、
と
い
う
乙
と
で
、
⑤
⑥
が
奇
瑞
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
「
漢
文
行
状
」
で
は
、



①
安
貞
二
年
〈
戊
子
〉
七
月
廿
目
、
石
水
院
／
後
ノ
谷
、
洪
水
忽
出
テ
、
禅
房
有
水
難
一
。
②
依
之
一
一
渡
シ
造
ル
禅
堂
院
す
③
又
依
テ

寺
内
／
調
人
4

、
建
立
z
三
加
禅
井
ニ
禅
河
院
ノ
華
室
寸
。
簡
居
ン
テ
彼
処
F

一
、
坐
禅
修
観
zo
④
其
後
終
住
禅
堂
院
J

一
修
練
1
0

⑥
或
時

光
明
映
起
ン
テ
一
房
廟
然
ナ
リ
。
培
壁
更
無
隔
碍
一
。
⑦
知
レ
此
ノ
好
相
常
ノ
事
也
。
不
能
委
之
一
。

『高山寺明恵上人行状（仮名行状）』と『高山寺縁起』

と
な
っ
て
お
り
、
⑤
が
な
い
。
と
な
れ
ば
、
⑤
は
「
漢
文
行
状
」
が
依
拠
し
た
「
仮
名
行
状
」
に
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き

ょ
う
。
参
照
の
た
め
に
、
「
漢
文
行
状
」
よ
り
も
後
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
『
明
恵
上
人
伝
記
』
の
当
該
部
分
を
挙
げ
て
み
る
。

①
安
貞
二
年
〈
戊
子
〉
七
月
ノ
比
、
石
水
院
ノ
後
ノ
岩
ョ
リ
水
出
テ
、
湿
気
有
ニ
依
テ
、
②
禅
堂
院
ヲ
作
テ
栖
給
、
ン
ヵ
、
③
僧
坊
近
テ
六
借

ト
テ
、
又
三
加
禅
井
禅
河
院
ナ
ン
ト
云
庵
ヲ
作
テ
龍
居
、
ン
、
坐
禅
修
観
シ
給
ヘ
リ
。
⑤
「
、

司
周
ベ
ケ
リ
。

『
明
恵
上
人
伝
記
」

で
は
、
④
⑥
⑦
は
な
い
も
の
の
、
⑤
は
部
分
的
な
が
ら
存
在
す
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
と
て
も
、
も
と
も
と
⑤
は

「
仮
名
行
状
」
に
な
く
、
増
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
増
補
さ
れ
た
「
仮
名
行
状
」
が
『
明
悲
上
人
伝
記
』
の
下
敷
き
に
な
っ

た
の
だ
と
考
え
る
と
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
に
『
高
山
寺
縁
起
』
を
加
え
る
と
状
況
は
違
っ
て
く
る
。
以
下
に
、
「
高
山
寺
縁
起
』
を
挙
げ
る
。

右
禅
堂
院
者
、
①
去
安
貞
洪
水
之
時
、
石
水
院
破
損
之
刻
、
②
以
彼
庵
室
移
奉
テ
此
刷
、
本
是
賀
茂
神
宮
能
久
、
於
仏
光
山
－
一
一
所

造
進
也
。
依
顧
彼
懇
／
志
一
②
移
コ
之
ヲ
石
水
院
一
一
。
今
又
立
マ
此
処
一
一
、
修
練
積
ユ
功
4
0

⑤

割叶ぺ

一
。
③
其
後
依
寺
内
尚
調
人
寸
ル
ニ
、
構
一
J

於
三
加
禅
井
禅
河
院
等
之
庵
室
斗
、
暫
間
塾
居
ン
テ

9 
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彼
ノ
家
－
一
一
、
座
禅
修
観
zo
④
睡
然
遂
ニ
住
此
禅
堂
院
一
、
取
終
畢
。
病
中
臨
終
等
奇
瑞
別
記
之
。

第
三
節
で
見
た
「
仮
名
行
状
」
と
の
関
係
を
考
慮
す
れ
ば
、
「
高
山
寺
縁
起
』
に
お
い
て
⑤
の
み
が
「
仮
名
行
状
」
以
外
の
資
料
か
ら

増
補
さ
れ
た
と
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
⑤
の
奇
瑞
は
、
「
仮
名
行
状
」
に
も
と
も
と
記
さ
れ
て
お
り
、
「
漢
文
行
状
」
の

作
ら
れ
た
時
点
で
削
ら
れ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
漢
文
行
状
」
に
記
事
が
共
通
す
る
部
分
に
お
い
て
、
さ
ら
に
類
似
の
例
を
見
る
こ
と
が
で

（

7）
（

8）
 

き
る
。
そ
れ
は
、
前
節
で
も
触
れ
た
拐
伽
山
の
記
事
で
あ
る
。
「
高
山
寺
縁
起
』
の
当
該
部
分
を
挙
げ
る
。

「
仮
名
行
状
」

「
高
山
寺
縁
起
』

右
幽
居
（
H
梼
伽
山
）
者
、
建
保
末
比
、
石
水
院
移
住
之
刻
、
於
此
峯
結
一
宇
草
庵
、
坐
禅
修
練
失
〈
其
時
未
立
拐
伽
山
名
v
o

貞
応
之
末
、
元
仁
之
始
、
文
石
水
続
興
造
之
時
、
重
結
一
一
構
峯
庵
室
寸
。
其
山
ヲ
名
拐
伽
山
二
為
防
－
一
雑
類
来
集
一
故
也
。
（
中
略
）

具
在
別
記
。
①

④ 

! 

忍
卦
制
出
。
②

創
到
湖
司
。
⑤

一
「
。
畑
此
好
相
霊
真
、
不
可
勝

計
。
僅
記
一
二
失
。

こ
の
部
分
に
相
当
す
る
「
仮
名
行
状
」
の
記
事
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

一
、
元
仁
元
年
〈
甲
申
〉
冬
、
務
伽
山
ノ
峯
ニ
量
居
ス
。
其
間
ノ
記
録
別
ニ
ア
リ
。
余
事
ヲ
ト
、
メ
テ
偏
ニ
坐
禅
入
観
ヲ
勤
ト
ス
。

其
間
上
人
語
テ
云
ク
、
①



ナ
リ
。
又
或
時
夢
二
、
我
レ
縄
床
ノ
上
ニ
坐
禅
z
。
貴
客
元
量
ノ
替
属
ト
侍
従
シ
テ
来
臨
ア
リ
。
心
ニ
思
夕
、
此
処
ハ

f高山寺明恵上人行状（仮名行状）Jとf高山寺縁起』

峯
高
ク
谷
深
シ
。
何
ノ
処
ニ
カ
御
坐
ア
ル
ヘ
キ
ト
思
テ
見
ハ
、
虚
空
ノ
中
ニ
カ
ケ
リ
住
シ
給
へ
リ
。
其
間
ノ
霊
相
不
思
議
等
、
委
ク
記

A
嗣
オ
升
1
塁
間
『
「
仰
．

d
d．吋
1
1・
川
ペ
長
J
J

，「周目前吋；

↓．
u

引．

4
内自身
EAr－
J
引．布闘
S
H

．3
．μ．
引
ハ
．
訂
以
．
ヨ
吋
．
到
割
引
制

カ
ノ

精
瑠
璃
ノ
コ
ト
ク
シ
テ
、
U
Uぺ．仲
TEM－
NE2．
q
h．M
d，
矧
矧
別
制
ヨ
司
君
目
陣
．
兎
碍
．
中
川
川
円
。
万
境
コ
ト
ノ
＼
ク
其
身
分
ニ
備
レ
ル
ヲ
見
ル
ih
。

ノ
池
ア
リ
。
澄
清
映
鏡
ニ
シ
テ
ソ
ノ
辺
畔
ヲ
シ
ラ
ス
。
然
ル
ニ
④
寸
パ
油
斗
斗
酒
量
川
．
異
類
ハ

③ 

魚

ソ
ノ
中

計
剖
升
渥
蜘
間
利
引
o

ノ
ア
ヒ
タ

一
ノ
池
ニ
ハ
シ
カ
ラ
ス
。
⑤
刻

イ
ク
ホ
ト
ナ
ラ
ス
d

観
池
パ
瑞
熊
．
か
．
司
出
来
EmhE－内．

m．
川
」
切
．
べ
戸
川
剣
引
司
州
。
好
相
ノ
株
ア
ラ
ハ
ナ
リ
。

コ
レ
ヲ
シ
ル
ヘ
シ
。
⑥
苅
倒

ミ
チ
ア
ヒ
テ

割
引
対
湖
漏
μ
出
R
，列．ルヲ

司
通
セ
リ
行
。
（
四
つ
の
夢
の
記
事
）
殊
ニ
龍
居
坐
禅
ノ
間
タ
ナ
リ
。
定
テ
不

思
議
勝
境
ノ
相
ア
ル
欺
。
委
ク
コ
レ
ヲ
シ
ラ
ス
。
縄
床
樹
定
心
石
等
ノ
遺
跡
ノ
記
、
別
ニ
ア
リ
。

「
仮
名
行
状
」
と
「
高
山
寺
縁
起
」
と
を
比
較
す
れ
ば
、
両
者
の
近
さ
は
た
だ
ち
に
看
取
さ
れ
る
。
「
高
山
寺
縁
起
』
は
、
「
仮
名
行

状
」
を
圧
縮
し
た
形
で
利
用
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
便
宜
上
③
i
⑥
に
わ
け
た
好
相
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

つ

の
池
が
あ
り

一
つ
に
は
た
く
さ
ん
の
魚
が
い
る
が
、
も
う
一
つ
は
そ
う
で
は
な
い
。
し
ば
ら
く
す
れ
ば
二
つ
の
池
は
通
じ
合
い
魚
も

通
う
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
又
傍
ら
か
ら
大
き
な
河
が
流
れ
出
し
て
い
る
。
こ
の
流
れ
は
沙
掲
羅
龍
宮
に
通
じ
て
い
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
「
漢
文
行
状
」
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
「
高
山
寺
縁
起
』
に
は
、
骨
組
み
だ
け
が
残
さ
れ
た
形
に
は
な
っ
て

い
な
が
ら
も
、
確
実
に
記
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
「
仮
名
行
状
」
に
は
元
来
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

11 
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こ
の
よ
う
に
、
「
仮
名
行
状
」
と
「
漢
文
行
状
」
と
の
聞
に
『
高
山
寺
縁
起
』
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
仮
名
行
状
」
に
は
記
さ
れ

て
い
た
夢
が
、
そ
の
後
、
つ
ま
り
「
漢
文
行
状
」
の
時
点
で
削
ら
れ
る
ケ
1
ス
の
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

五

お
わ
り
に

以
上
、

「
仮
名
行
状
」
と
「
高
山
寺
縁
起
」

の
関
係
を
中
心
に
考
察
を
加
え
た
。

『
高
山
寺
縁
起
』
は
、
「
仮
名
行
状
」
を
利
用
し
た
、

現
在
確
認
で
き
る
最
も
早
い
作
品
で
あ
る
と
い
え
る
。

ま
た
、

限
ら
れ
た
範
囲
で
は
あ
る
が
、

「
漢
文
行
状
」
が

「
仮
名
行
状
」
を
下

敷
き
に
し
て
作
ら
れ
る
際
に
、

夢
や
奇
瑞
の
記
事
を
、

編
者
で
あ
る
高
信
が
削
っ
た
例
の
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
従
っ
て
、

現
存

「
仮
名
行
状
」
に
比
べ
原
形
の

「
仮
名
行
状
」

に
は
瑞
夢
・
奇
瑞
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
考
え
に
は
、

慎
重
な
態
度
で
臨
む
べ
き
で
あ

り
、
個
々
の
記
事
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
仮
名
行
状
」

に
お
け
る

「
瑞
夢
や
奇
瑞
を
数
多
く
見
る
」

明
恵
像
を
、

「
漢
文
行
状
」

の
時
点
で
後
退
さ
せ
た
可
能
性
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

注
（

1）
 

高
山
寺
典
籍
文
書
綜
ム
口
調
査
団
「
明
恵
上
人
資
料
』
第
一
加
頁
（
東
京
大
学
出
版
肌
）
。
な
お
、
（
一
）
の
「
施
無
畏
寺
本
」
と
は
、

現
存
本
「
仮
名
行
状
」
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
以
下
に
、
（
四
）
文
体
は
略
々
同
じ
。
（
五
）
奥
書
は
無
い
。
と
の
指
摘
も
あ
る
。

（2
）
注
（
1
）
加
頁
。

（3
）
以
下
、
各
作
品
の
引
用
は
、
す
べ
て
注
（
1
）
に
よ
る
。
引
用
に
際
し
て
は
、
私
に
句
読
点
を
付
し
、
字
体
は
通
行
の
も
の
に
改
め
た
。

な
お
、
〈
〉
は
割
注
で
あ
る
こ
と
を
一
示
す
。

（4
）
幻
以
下
に
つ
い
て
触
れ
な
か
っ
た
の
は
、
「
仮
名
行
状
」
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
記
事
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
中
巻
が
、
現
在
欠
落
し
て



『高山寺明恵上人行状（仮名行状）』と『高山寺縁起』

い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
部
分
は
上
中
下
揃
っ
た
「
漢
文
行
状
」
で
補
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
が
、
「
漢
文
行
状
」
に
は
「
仮
名
行
状
」
を

改
変
し
た
箇
所
も
あ
り
、
「
吉
岡
山
寺
縁
起
』
と
「
仮
名
行
状
」
と
を
比
較
し
た
場
合
と
同
列
に
扱
う
こ
と
に
は
な
お
慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
ろ

う
。
た
だ
し
、
「
漢
文
行
状
」
中
巻
冒
頭
に
糸
野
の
名
が
見
え
、
そ
れ
が
「
高
山
寺
縁
起
」
幻
石
垣
庄
糸
野
の
記
事
と
重
な
る
こ
と
、
ま
た

お
神
谷
後
峯
－

mm
閉
殿
庄
崎
山
も
こ
の
順
序
で
「
漢
文
行
状
」
に
登
場
し
、
し
か
も
記
事
が
重
な
る
こ
と
か
ら
、
「
仮
名
行
状
」
に

U
i
m

に
あ
た
る
記
事
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
充
分
に
想
定
で
き
る
。

（5
）
奥
書
に
よ
る
。
な
お
、
「
漢
文
行
状
」
は
、
喜
海
の
「
仮
名
行
状
」
を
仁
和
寺
の
隆
澄
が
漢
文
化
し
た
も
の
に
、
高
信
が
最
終
的
に
加
筆

し
て
成
立
し
て
い
る
。

（6
）
『
最
後
御
所
労
以
後
事
』
は
、
明
恵
の
孫
弟
子
仁
真
が
、
正
応
元
年
（
一
二
八
八
）
に
「
仮
名
行
状
」
最
後
部
の
明
恵
臨
終
場
面
を
抜

出
し
た
・
も
の
。

（7
）
「
明
恵
上
人
伝
記
」
で
は
、
拐
伽
山
の
記
事
が
和
歌
で
大
幅
に
増
補
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
拙
稿
「
「
梼
伽
山
伝
」
考

l
「
明
恵
上

人
伝
記
』
の
一
資
料
と
し
て
」
（
『
古
代
中
世
文
学
研
究
論
集
』
第
一
集
（
和
泉
書
院
附
）
を
参
照
。

（8
）
以
下
の
記
事
で
（
中
略
）
と
し
た
箇
所
は
、
「
仮
名
行
状
」
に
は
ま
っ
た
く
見
出
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
三
行
日
「
具
在
別
記
」
、

あ
る
い
は
続
い
て
挙
げ
た
「
仮
名
行
状
」
の
一
行
目
「
其
間
ノ
記
録
別
ニ
ア
リ
」
・
十
二
行
目
「
縄
床
樹
定
心
石
等
ノ
遺
跡
ノ
記
、
別
ニ
ア

リ
」
に
よ
っ
て
、
拐
伽
山
に
関
し
て
は
「
別
記
」
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
お
そ
ら
く
『
高
山
寺
縁
起
』
の
中
略
部
分
は
、
そ
の
よ
う
な

「
別
記
」
に
よ
っ
て
加
筆
さ
れ
た
と
見
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
大
学
院
後
期
課
程
学
生
）
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